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 論文審査の結果の要旨
 d.1[]仁宏提出の論文は,イネの代謝する酸化型不飽和脂肪酸に関する研究であり,5つの章か
 ら構成されている。第一章においては,イネの代謝する酸化型不飽和脂肪酸を研究するに至った
 経緯について述べており,第二章においては抗いもち菌活性を有する酸化型不飽和脂肪酸の構造
 決定と合成およびその生理活性について詳述している。イネはいもち菌に罹病すると抗いもち菌
 物質(ファイトアレキシン)を代謝すること,イネは品種によっていもち菌に対する抵抗性が大
 きく異なることなどはよく知られていたが、この問題を有機化学の立場から解明しようとする試
 みは殆んど行われていなかった。健全および感染イネを材料とし,抗いもち菌活性を指標として
 活姓物質を追求した結果,活性は酸化型不飽和脂肪酸に由来することをつきとめた。活性区分を
 根気よく,ていねいに分離,精製し,NMR,Mass等の解析手段を駆使してそれらの構造を推
 定した。最終的には合成によって推定構造の確認を行なっている。さらに,合成品による抗いも
 ち菌活性テストを行ない,酸化型不飽和脂肪酸がイネのいもち菌抵抗性に本質的に関与している
 ことを明ら力蝿こしオこ。
 第三章においては,イネの酸化酵素を用いる実験によって,酸化型不飽和脂肪酸の生成と罹病
 との関係を追究している。その結果,イネは罹病すると不飽和脂肪酸を酸化する酵素が増加する
 こと;増加は病斑形成の時期と密接に関係していること;および酵素酸化生成物であるパ一方キ
 シドは強い細胞毒性をもち,イネの壊死に関係している等の事実を発見し,イネのいもち菌罹病
 と酸化型不飽稲脂肪酸とが密接に関連していることを明らかにしている,第四章,五章において
 は実験を詳細に記述し不飽和脂肪酸誘導体のスペクトルデーターを集録している。
 以上述べたように,本論文はイネが如何にしていもち菌罹病に抵抗するのかを物質サイドから
 究明したものであり,自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを
 示している。よって山口仁宏提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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